
第
5
回
 い
い
人
、見
つ
け
て
結
婚
し
よ
う
 

〜
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
楽
し
い
出
会
い
の
場
〜
 

と
き
＝
8
月
16
日（
日
）
正
午
〜
午
後
4
時
半

　
（
受
付
　
午
前
11
時
半
〜
正
午
）

と
こ
ろ
＝
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
（
津
市
）
 

対
象
者
＝
20
〜
40
歳
代
の
男
女

定
員
＝
1
5
0
人
（
先
着
順
）
申
込
不
要

参
加
費
＝
5
0
0
円

　
N
P
O
日
本
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

　
1
0
5
9
・
2
2
7
・
0
0
7
2
　
中
森

　
1
0
5
9
・
2
2
5
・
7
0
0
0
　
横
田

問

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
 

と
き
＝
11
月
25
日（
水
）午
後
1
時
〜
 

と
こ
ろ
＝
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
津
市

　
一
身
田
上
津
部
田
）
 

受
付
期
間
＝
7
月
1
日（
水
）〜
8
月
24
日（
月
）

　
＊
消
印
有
効

　（
公
財
）三
重
県
下
水
道
公
社
　
総
務
課

　
1
53
･
2
3
3
1

問音
頭
師
さ
ん
・
踊
り
手
さ
ん
・
太
鼓
の
た
た
き

手
を
募
集
し
ま
す
。

年
会
費
＝
2
0
0
0
円

練
習
＝
月
2
回
（
無
料
）

　
松
阪
し
ょ
ん
が
い
音
頭
と
踊
り
保
存
会
 

　
事
務
局
 
坂
上
　
1
52
･
6
0
0
8

 
携
帯
 
0
9
0
･
7
0
3
3
･
6
4
0
9

問

松
阪
市
無
形
民
俗
文
化
財
 

松
阪
し
ょ
ん
が
い
音
頭
と
踊
り
 

保
存
会
会
員
募
集
 

問
松
阪
も
め
ん
の
焼
き
物
展
 

と
き
＝
7
月
18
日（
土
）〜
27
日（
月
）火
曜
休
館

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日
は
午
後
3

　
時
ま
で
）
　
　

と
こ
ろ
＝
松
阪
も
め
ん
手
織
り
セ
ン
タ
ー（
本
町
）

　
松
阪
も
め
ん
手
織
り
セ
ン
タ
ー

　
1
26
・
6
3
5
5

問
平
成
２７
年
度
自
衛
官
等
募
集
 

防
衛
省
で
は
、
平
成
28
年
春
採
用
の
自
衛
官
（
航

空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
）

と
学
生
（
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
「
医

学
科
・
看
護
学
科
」
）
を
募
集
し
ま
す
。

 
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
　
津
募
集
案
内
所

　
1
0
5
9
･
2
2
4
･
4
3
2
4

※http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/m

ie/

問
自
然
観
察
会
（
カ
ブ
ト
ム
シ
の
蛹
の
そ
の
後
） 

と
き
＝
7
月
19
日（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午
（
終

　
了
次
第
解
散
）
＊
雨
天
の
場
合
は
室
内
学
習

と
こ
ろ
＝
森
林
公
園
（
伊
勢
寺
町
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
　
＊
保
護
者
同
伴

定
員
＝
30
人

参
加
費
＝
1
人
5
0
0
円
（
損
害
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法
＝
7
月
15
日（
水
）ま
で
に
、
森
林
公

　
園
へ
。

持
ち
物
＝
お
茶
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
軍
手
、
虫

　
か
ご
、
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
な
ど

服
装
＝
自
然
観
察
会
の
で
き
る
服
装

　
森
林
公
園
　
1
58
･
0
0
4
0 さ

な
ぎ
 

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
 

　
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
 

「
光
で
発
電
！
一
か
ら
作
る
， 

　
　
　
あ
な
た
が
作
る
太
陽
電
池
」
 

シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
を
作
り
、
太
陽
電
池
で
モ

ー
タ
ー
が
回
る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

と
き
＝
①
9
月
19
日（
土
）
②
9
月
20
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ
＝
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
（
鈴
鹿
市

　
白
子
町
）

対
象
＝
中
学
生

定
員
＝
各
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝http://w

w
w
.suzuka-ct.ac.jp

　
に
ア
ク
セ
ス
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

　
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
を

　
入
力

締
切
日
＝
8
月
24
日
（
月
）

　
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務
課

　
1
0
5
9
･
3
6
8
･
1
7
1
7

問

お知らせ掲示板 

23 広報まつさか 22広報まつさか

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
　
 

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
考
え
る
 

　
今
、
高
齢
者
が
、
切
れ
目
な
く
介
護
や

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
7
月
、
松
阪
市
で
は
多
く
の
関
係
機
関

と
と
も
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

人
生
の
終
末
期
に
自
宅
で
の
看
取
り
も
含

め
た
「
在
宅
医
療
」
と
「
介
護
と
の
連
携
」

を
推
進
す
る
た
め
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
会
議
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
 

長友  薫輝  
（松阪市地域包括ケア推進会議 会長） 
三重短期大学教授。 
同大学地域問題研究所所長。 
社会福祉士。 
日本医療経済学会役員なども務める。 

第
1
回
 

写真／左　長友 薫輝、右　小串 拓由 

　
労
働
人
口
が
減
り
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
続
け
る
な
か
、
現
在
の
介
護

や
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
健
康
な
状
態
を
保
ち
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

社
会
の
仕
組
み
を
維
持
し
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
 

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
」
始
ま
る
！
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
●
医
療
機
関
か
ら
「
介
護
施
設
・
在
宅
」へ
の
シ
フ
ト
 

●
昨
年
7
月
に
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
会
議
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

　
今
、
国
民
の
4
人
に
1
人
が
６５
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
で
す
。
医
療
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
と
、
入
院
日
数

が
短
く
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
退
院
す
る
人
の
受
け
皿
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
全
体

が
医
療
機
関
か
ら
介
護
施
設
・
在
宅
へ
と

い
う
流
れ
が
進
む
わ
け
で
す
。
そ
の
体
制

を
ど
う
す
る
か
が
最
重
要
課
題
で
、
こ
れ

を
地
域
で
解
決
し
て
い
く
た
め
の
組
織
が

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
で
す
。
 

●
な
ぜ
病
院
を
早
く
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？
 

　
医
療
と
介
護
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、

医
療
機
関
で
の
入
院
は
手
術
等
の
治
療
が

必
要
な
人
に
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
の
何
ら
か
の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人

は
入
院
す
る
日
数
を
短
く
す
る
と
し
て
い

る
た
め
、
退
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

す
が
、
そ
の
人
た
ち
は
主
に
療
養
中
心
の

高
齢
者
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の
行
き
先
は

ど
こ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
地

域
で
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。
 

 ●
病
院
を
出
さ
れ
る
と
不
安
に
思
う
人
も

多
い
の
で
は
？
 

　
医
療
と
介
護
が
途
切
れ
な
い
体
制
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
悪
く
な
っ
た
ら
病

院
へ
、
良
く
な
っ
た
ら
介
護
施
設
・
在
宅

へ
」
と
い
う
行
き
来
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
不
安
を
少
な
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
入
院
で
き
な
い
高
齢
者
の
ケ

ア
や
対
応
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
役
割

と
な
っ
て
い
て
、
本
来
の
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
政
策
の
方
向
性

を
理
解
し
、
地
域
が
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
早
急
に
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
住
民

は
も
ち
ろ
ん
、
専
門
職
に
も
ま
だ
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
に

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
の
役
割
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 ●
ど
の
よ
う
な
動
き
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？
 

　
ま
ず
専
門
職
の
人
た
ち
が
そ
の
動
き
を

担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

現
場
の
声
を
活
か
し
て
い
く
、
つ
ま
り
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
在
宅
医
療
を
重
視
す
る
た
め
、

在
宅
で
の
看
取
り
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
す
で
に
多
く
の
人
を
看

取
っ
て
奮
闘
し
て
き
た
医
師
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
職
の
人
た
ち
の
経
験
を
も
と
に
、

苦
悩
さ
れ
て
い
る
部
分
も
含
め
、
理
解
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 ●
在
宅
と
聞
く
と
大
変
な
こ
と
の
よ
う
に

思
い
ま
す
が
。
 

　
専
門
職
の
人
た
ち
の
理
解
を
広
げ
、
専

門
職
を
通
じ
て
患
者
や
家
族
の
理
解
を
得

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
に
は
本
人

や
家
族
の
意
思
に
反
し
て
退
院
を
迫
ら
れ
、

在
宅
ケ
ア
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療
や
介
護
の
現
場
で

不
安
感
や
不
信
感
を
大
き
く
す
る
と
い
う

事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
退

院
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
な
ん
で
す
。
 

●
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す

ね
。
 

　
医
師
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ

ー
が
ど
ん
な
思
い
で
ケ
ア
し
て
い
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
異
な
る

専
門
職
の
仕
事
の
内
容
、
思
い
や
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
う
え
で
、

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
、
医
療
や
介
護
へ

の
不
安
感
や
不
信
感
に
寄
り
添
っ
て
い
く

こ
と
が
専
門
職
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
来
院
す
る
患
者
の
治
療
に
専
念
し
て
い

れ
ば
い
い
、
と
考
え
る
医
師
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
は
政
策
的
に
も
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
専
門
職
の
働
き
が
鍵
と
な
り
、

地
域
住
民
の
動
き
も
必
要
で
す
。
専
門
職

が
先
陣
を
切
っ
て
動
く
こ
と
は
、
高
齢
者

が
困
っ
て
い
る
こ
と
、
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め
に
は
何
が
課
題
な
の
で
し
ょ
う
か
―
。
 

当
会
議
の
長
友
薫
輝
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
（
取
材
協
力
／
㈱
生
活
サ
ポ
ー
ト
）
 



第
5
回
 い
い
人
、見
つ
け
て
結
婚
し
よ
う
 

〜
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
楽
し
い
出
会
い
の
場
〜
 

と
き
＝
8
月
16
日（
日
）
正
午
〜
午
後
4
時
半

　
（
受
付
　
午
前
11
時
半
〜
正
午
）

と
こ
ろ
＝
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
（
津
市
）
 

対
象
者
＝
20
〜
40
歳
代
の
男
女

定
員
＝
1
5
0
人
（
先
着
順
）
申
込
不
要

参
加
費
＝
5
0
0
円

　
N
P
O
日
本
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

　
1
0
5
9
・
2
2
7
・
0
0
7
2
　
中
森

　
1
0
5
9
・
2
2
5
・
7
0
0
0
　
横
田

問

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
 

と
き
＝
11
月
25
日（
水
）午
後
1
時
〜
 

と
こ
ろ
＝
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
津
市

　
一
身
田
上
津
部
田
）
 

受
付
期
間
＝
7
月
1
日（
水
）〜
8
月
24
日（
月
）

　
＊
消
印
有
効

　（
公
財
）三
重
県
下
水
道
公
社
　
総
務
課

　
1
53
･
2
3
3
1

問音
頭
師
さ
ん
・
踊
り
手
さ
ん
・
太
鼓
の
た
た
き

手
を
募
集
し
ま
す
。

年
会
費
＝
2
0
0
0
円

練
習
＝
月
2
回
（
無
料
）

　
松
阪
し
ょ
ん
が
い
音
頭
と
踊
り
保
存
会
 

　
事
務
局
 
坂
上
　
1
52
･
6
0
0
8

 
携
帯
 
0
9
0
･
7
0
3
3
･
6
4
0
9

問

松
阪
市
無
形
民
俗
文
化
財
 

松
阪
し
ょ
ん
が
い
音
頭
と
踊
り
 

保
存
会
会
員
募
集
 

問
松
阪
も
め
ん
の
焼
き
物
展
 

と
き
＝
7
月
18
日（
土
）〜
27
日（
月
）火
曜
休
館

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日
は
午
後
3

　
時
ま
で
）
　
　

と
こ
ろ
＝
松
阪
も
め
ん
手
織
り
セ
ン
タ
ー（
本
町
）

　
松
阪
も
め
ん
手
織
り
セ
ン
タ
ー

　
1
26
・
6
3
5
5

問
平
成
２７
年
度
自
衛
官
等
募
集
 

防
衛
省
で
は
、
平
成
28
年
春
採
用
の
自
衛
官
（
航

空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
）

と
学
生
（
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
「
医

学
科
・
看
護
学
科
」
）
を
募
集
し
ま
す
。

 
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
　
津
募
集
案
内
所

　
1
0
5
9
･
2
2
4
･
4
3
2
4

※http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/m

ie/

問
自
然
観
察
会
（
カ
ブ
ト
ム
シ
の
蛹
の
そ
の
後
） 

と
き
＝
7
月
19
日（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午
（
終

　
了
次
第
解
散
）
＊
雨
天
の
場
合
は
室
内
学
習

と
こ
ろ
＝
森
林
公
園
（
伊
勢
寺
町
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
　
＊
保
護
者
同
伴

定
員
＝
30
人

参
加
費
＝
1
人
5
0
0
円
（
損
害
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法
＝
7
月
15
日（
水
）ま
で
に
、
森
林
公

　
園
へ
。

持
ち
物
＝
お
茶
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
軍
手
、
虫

　
か
ご
、
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
な
ど

服
装
＝
自
然
観
察
会
の
で
き
る
服
装

　
森
林
公
園
　
1
58
･
0
0
4
0 さ

な
ぎ
 

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
 

　
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
 

「
光
で
発
電
！
一
か
ら
作
る
， 

　
　
　
あ
な
た
が
作
る
太
陽
電
池
」
 

シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
を
作
り
、
太
陽
電
池
で
モ

ー
タ
ー
が
回
る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

と
き
＝
①
9
月
19
日（
土
）
②
9
月
20
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ
＝
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
（
鈴
鹿
市

　
白
子
町
）

対
象
＝
中
学
生

定
員
＝
各
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝http://w

w
w
.suzuka-ct.ac.jp

　
に
ア
ク
セ
ス
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

　
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
を

　
入
力

締
切
日
＝
8
月
24
日
（
月
）

　
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務
課

　
1
0
5
9
･
3
6
8
･
1
7
1
7

問

お知らせ掲示板 

23 広報まつさか 22広報まつさか

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
　
 

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
考
え
る
 

　
今
、
高
齢
者
が
、
切
れ
目
な
く
介
護
や

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
7
月
、
松
阪
市
で
は
多
く
の
関
係
機
関

と
と
も
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

人
生
の
終
末
期
に
自
宅
で
の
看
取
り
も
含

め
た
「
在
宅
医
療
」
と
「
介
護
と
の
連
携
」

を
推
進
す
る
た
め
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
会
議
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
 

長友  薫輝  
（松阪市地域包括ケア推進会議 会長） 
三重短期大学教授。 
同大学地域問題研究所所長。 
社会福祉士。 
日本医療経済学会役員なども務める。 

第
1
回
 

写真／左　長友 薫輝、右　小串 拓由 

　
労
働
人
口
が
減
り
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
続
け
る
な
か
、
現
在
の
介
護

や
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
健
康
な
状
態
を
保
ち
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

社
会
の
仕
組
み
を
維
持
し
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
 

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
」
始
ま
る
！
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
●
医
療
機
関
か
ら
「
介
護
施
設
・
在
宅
」へ
の
シ
フ
ト
 

●
昨
年
7
月
に
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
会
議
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

　
今
、
国
民
の
4
人
に
1
人
が
６５
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
で
す
。
医
療
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
と
、
入
院
日
数

が
短
く
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
退
院
す
る
人
の
受
け
皿
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
全
体

が
医
療
機
関
か
ら
介
護
施
設
・
在
宅
へ
と

い
う
流
れ
が
進
む
わ
け
で
す
。
そ
の
体
制

を
ど
う
す
る
か
が
最
重
要
課
題
で
、
こ
れ

を
地
域
で
解
決
し
て
い
く
た
め
の
組
織
が

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
で
す
。
 

●
な
ぜ
病
院
を
早
く
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？
 

　
医
療
と
介
護
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、

医
療
機
関
で
の
入
院
は
手
術
等
の
治
療
が

必
要
な
人
に
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
の
何
ら
か
の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人

は
入
院
す
る
日
数
を
短
く
す
る
と
し
て
い

る
た
め
、
退
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

す
が
、
そ
の
人
た
ち
は
主
に
療
養
中
心
の

高
齢
者
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の
行
き
先
は

ど
こ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
地

域
で
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。
 

 ●
病
院
を
出
さ
れ
る
と
不
安
に
思
う
人
も

多
い
の
で
は
？
 

　
医
療
と
介
護
が
途
切
れ
な
い
体
制
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
悪
く
な
っ
た
ら
病

院
へ
、
良
く
な
っ
た
ら
介
護
施
設
・
在
宅

へ
」
と
い
う
行
き
来
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
不
安
を
少
な
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
入
院
で
き
な
い
高
齢
者
の
ケ

ア
や
対
応
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
役
割

と
な
っ
て
い
て
、
本
来
の
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
政
策
の
方
向
性

を
理
解
し
、
地
域
が
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
早
急
に
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
住
民

は
も
ち
ろ
ん
、
専
門
職
に
も
ま
だ
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
に

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
の
役
割
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 ●
ど
の
よ
う
な
動
き
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？
 

　
ま
ず
専
門
職
の
人
た
ち
が
そ
の
動
き
を

担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

現
場
の
声
を
活
か
し
て
い
く
、
つ
ま
り
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
在
宅
医
療
を
重
視
す
る
た
め
、

在
宅
で
の
看
取
り
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
す
で
に
多
く
の
人
を
看

取
っ
て
奮
闘
し
て
き
た
医
師
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
職
の
人
た
ち
の
経
験
を
も
と
に
、

苦
悩
さ
れ
て
い
る
部
分
も
含
め
、
理
解
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 ●
在
宅
と
聞
く
と
大
変
な
こ
と
の
よ
う
に

思
い
ま
す
が
。
 

　
専
門
職
の
人
た
ち
の
理
解
を
広
げ
、
専

門
職
を
通
じ
て
患
者
や
家
族
の
理
解
を
得

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
に
は
本
人

や
家
族
の
意
思
に
反
し
て
退
院
を
迫
ら
れ
、

在
宅
ケ
ア
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療
や
介
護
の
現
場
で

不
安
感
や
不
信
感
を
大
き
く
す
る
と
い
う

事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
退

院
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
な
ん
で
す
。
 

●
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す

ね
。
 

　
医
師
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ

ー
が
ど
ん
な
思
い
で
ケ
ア
し
て
い
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
異
な
る

専
門
職
の
仕
事
の
内
容
、
思
い
や
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
う
え
で
、

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
、
医
療
や
介
護
へ

の
不
安
感
や
不
信
感
に
寄
り
添
っ
て
い
く

こ
と
が
専
門
職
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
来
院
す
る
患
者
の
治
療
に
専
念
し
て
い

れ
ば
い
い
、
と
考
え
る
医
師
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
は
政
策
的
に
も
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
専
門
職
の
働
き
が
鍵
と
な
り
、

地
域
住
民
の
動
き
も
必
要
で
す
。
専
門
職

が
先
陣
を
切
っ
て
動
く
こ
と
は
、
高
齢
者

が
困
っ
て
い
る
こ
と
、
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め
に
は
何
が
課
題
な
の
で
し
ょ
う
か
―
。
 

当
会
議
の
長
友
薫
輝
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
（
取
材
協
力
／
㈱
生
活
サ
ポ
ー
ト
）
 


